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災害対応標準の戦略目標 
• 明確な目的を設定して、戦略的に推進すべき 

– いつまでに： 2030南海トラフ、 2023関東地震100周年、  
          2020オリンピック・パラリンピック 
– 何を：防災基本計画の高度化 
– どの組織が：府省庁・都道府県・区市町村＋ 
– 合意して文書化する 

• 世界に通用する科学的・合理的な手法にもとづき 
– 関係者による振返り（After Action Review：AAR） 
– プロジェクトマネジメントの標準的な計画記述様式 
      （Work Breakdown   Structure: WBS） 
– 継続的改善（PDCA) 
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2030年までに全国的な広域応援を可能
にする災害対応の基本的仕組みの構築 

標準化によ
る災害対応
対応能力の

向上 

防災SP 
人材育成と

組織化 

日本式対応
国際標準化 
受援対策 

どの組織が、何を、何時する
べきかについての合意文書 

標準的な災害対応を
推進する中核となる
人材の育成・組織化 

発災後に世界から寄
せられる支援の申し
入れを裁く仕組み 
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災害対応過程のモデル化(何を・いつ） 
10 Hrs 10 2 Hrs 10 3 Hrs 10 4 Hrs 10 5 Hrs 1 Hr 10 Hrs 時間経過 10 2 Hrs 10 3 Hrs 10 4 Hrs 10 5 Hrs 1 Hr 

失見当期短縮 
（状況認識の統一） 

いのちを守る 

社会のフロー 
を復旧する 

社会のストック 
を再建する 

マネジメント業務 
（計画立案・資源管理） 

災
害
対
応
業
務
遂
行 
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３つの検討課題 
• 迅速的確な状況認識の統一の実現 

– 情報処理・情報共有のあり方の標準化 
•防災関係機関のためのWeb型災害対応支援情報システム 

 

• 効果的な災害対応オペレーションの実現 
– 防災基本計画に基づく災害対策の質の向上 

•米国ESFを参考にして、災害対応業務の標準プログラム化を
行う方法論の確立 

 

• 連携した災害対応マネジメントの実現 
– 組織間連携を可能にするための研修・訓練プログラ
ムの充実 
• JISQ22320を核とした指揮統制・協力連携体制の構築 
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◆ガバナンス（Governance) 組織体制の整備 
 

  

◆運用フローの標準化(SOP: Standard Operation Procedure) 
 

  

◆テクノロジ  COTS（Commercial Off The Shelf）の導入 
 

  

◆研修・訓練 ブリーフィングブックの活用 
 

  

◆実際の利活用場面の拡充            
 

個別努力 
課題解決 

チーム活動 
共通目標 GISの専門家と防災の専門家との協力 

段階的な整備：リーダーシップ・計画・組織    
間連携・システム整備・文書化        
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